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[Purpose] Purpose of this study was to develop and examine the utility of a question and answer text concerning case 
management for multi-disciplinary collaboration for elderly home-care. 
[Method] An intervention study was conducted among 30 university students using the text-based lecture intervention. 
The text was constructed of 10 items. Validity and utility were examined. Ethical considerations were explained. The study 
commenced after receiving informed consent from participants. 
[Results] Utility of the text. Intervention group received significantly higher points among definition of case management 
and comprehension in several settings (p<0.05). Validity of the text. There were 4 of 10 incomprehensible items among 3 
of 15 participants of intervention group. 
[Discussion] Utility of the question and answer text concerning case management was confirmed and placed in the basic 
education curriculum for regional nurses and public health nurses. Furthermore, the text should continue to be improved 
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容と割合ならびに学際的チームアプローチとの関連 8) n=133 
 
内容 割合(%) 学際的ﾁｰﾑ 
ｱﾌﾟﾛｰﾁとの相関注）
#1 サービスチームの役割調整 54.9 ** 
#2 当事者・家族の生活支援 46.6 ** 
#3 当事者の課題の明確化 37.6 ** 
#4 当事者・家族との関係形成 34.6 ** 
#5 社会資源の活用 29.3 * 
#6 ケアプランの作成 19.5 * 
#7 モニタリング・評価 8.3 
#8 当事者に関する個人情報保護 8.3 
#9 その他 8.3 
注）Pearson の積率相関分析, **:p<0.01, *:p<0.05 
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表 2「Q&A テキスト」における 10 テーマ及び Question の内容 
 
 テキストにおけるテーマ Question の内容 
Q1 ケアチーム員の役割・責任調整 高齢者や家族の状況にこれまでと変化がみられた際、サービスチームの役割をどのように変更したらよいのでしょうか？ 
Q2 ケアマネジメントにおける倫理 当事者・家族が参加しない関係者会議で当事者・家族に関する情報をどこまで話してよいのでしょうか？
Q3 初回サービス計画作成・調整 初回サービス計画時、高齢者・家族の将来を予測して、ケアプランの目標を立てるためにはどうすればよいのでしょうか？ 
Q4 主体的なサービス利用の促進 どうしても家族や周囲のお荷物にはなりたくないと言って、立案したケアプランが高齢者ご本人に納得できないと言われました。どうしたらよいでしょうか？ 
Q5 サービス導入にかかる家族間調整 一人暮らしの高齢者でキーパーソンとなる家族が近隣にいない場合、どのような点に留意してアセスメントすればよいでしょうか？ 
Q6 家族のニーズアセスメントと支援 家族介護者が、「この先も介護が続くと思うと、自分の健康、お金など気がかりで将来が不安。」と訴えています。どのような相談先を紹介すればよいでしょうか？ 
Q7 対象者とのラポール形成 高齢者・家族とコミュニケーションをとりづらく、ニーズがつかみにくいのですが、支援者としてどのような態度を心がければよいでしょうか？ 
Q8 サービス利用の受容支援 サービスや周囲の支援を受け入れようとしない高齢者にはどのように接すればよいでしょうか？ 
Q9 サービスのアレンジと開発 高齢者が最期まで自宅で暮らすことを一番のゴールに考えて支援するべきなのでしょうか？ 
Q10 対象者の意思決定支援 「年のせい」と言われる病気でも病院に通い続けた方が良いのでしょうか？と高齢者の方からよく聞かれます。どのように考えれば良いでしょうか？ 
 
ケアマネジメントに関するテキスト開発 











































































































































A 大学医学部看護学科 4 年次生 
30 人 
 介入群  
（n=15） 








 無記名自記式アンケートにより評価  
（ケアマネジメントの定義・過程、および 
ケアマネジメントにおける 10 テーマに即した状況設定問題） 
t-test, ＊＊：p<0.01, ＊：p<0.05 
 *      ** **      * 
 **
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